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研究のね らい と結果の要約

 1973年 か ら,'74年,さ らに'75年前半にかけて先進工業諸国は深酷なスタグフレーションに見舞わ

れた。ケ インズは 「一一般理論」において,通 貨量が完全雇用水準を超えて増加した とき,通 貨増発に

関する物価上昇の弾性値eは1よ り大 とならないもの と想定していた。換言すれば,物 的産出量がフ

ル稼動の水準に停止して以後,物 価は通貨量に正比例的に上昇し,そ れ以上にはならないものと想定

したのである。したがって,実 質生産が前期のそれを 下廻 った り,失 業が 増加しつづけた りしなが'

ら,物 価が上昇するとい うのは,ケ インズの基本図式を逸脱 したパラドックス とい うほかない。

 このパラドックスを解 く試み としては,産 業組織論的な市場硬直化要因に注目する方向と,物 価上

昇期待をモデルに挿入 して連立微分方程式の解が物価上昇と失業の共存を説明するようにするという

方向の二つが主なもののようである。たしかに高度寡占が支配的な現代ではアトミステ ィックな競争

市場のイメージは通用せず,市 場の硬直化が有効需要政策下の資源配分効率を低下 させているであろ

うことは否定すべ くもない。しかし寡占集中といういわば慢性病 ともいうべき市場機能低下要因だけ

で,1973年 か ら'74年にかけての突発的現象を説明するのは無理のようである。また,主 として ア メ

リカの経済学者(ケ インジァンもマネタ リス トも含めて)た ちが試みている動学モデルにおいて,物

価上昇期待が主役の座を占めていることも,な っとくのいくことである。しかし,適 応的期待"adap-

tive expectation"と い うかたちで,直 接には観測不能の期待変数を過去の観測値の関数 としてモデ

ルに導入する場合,適 応的期待構成の式の置き方はかな り恣意的にならざるを得ないから,モ デルの

説明力がその恣意的設定のいかんに左右 されやすいとい う欠陥がある。また動学的マクロモデルを数

量化する際に複雑な分布 ラグを導入することによって,モ デルの経験的適合度を高める試 み も多 い

が,そ の場合には,多 数の実験の繰 り返しによって,タ イム ・ラグ分布の安定性が確認されなければ

意味がない。いままでのところラグ分布の安定性を立証 したモデルは見当らない。

 本特集に集録された諸論文は,上 の種類のものとはやや視点を変え,短 期的な問題として名目需要

増加速度 と市場の競争メカニズムとの関係(第1部),長;期 的な問題 として諸産業部門の供給能力を左

右する諸要因(第Ⅱ 部),を 取 り上げている。第1部 第1章 の図2,図3に 見 るように,先 進 工 業 諸

国の経済動向を一括したときの顕著な特徴として,1950年 代から60年代までに次第に高ま って き て

いた名 目需要の増加速度が,70年 代に入 ってから加速化し,と くに1973年(石 油ショック以前)の 名

目需要の伸びは驚異的な程度に達 していたことは明らかである。おそらく古典派,新 古典派はもちろ

んケインズにとっても,こ のように急激な有効需要増加は想像 もつかぬ出来事であろう。ケインズは
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市場理論については古典派いらいのものを踏襲していたが,後 者は当然のこととして,市 場均衡の乖

離からの回復を考えるとき,需 要超過の程度は一定範囲を超えないものと想定していたに ち が い な

い。

 1973年 以降の事態がケインズの基本図式を逸脱 した原因を,極 端な名 目需要増加に求めるのは,む

しろ自然であり,そ の際に市場機能がケインズの期待 どお りに作動 しなかったとしても不 思 議 は な

い,と いうのが第1部 の分析の視点である。新古典派が暗黙に想定 していた許容範囲を大 きく超えた

需要超過が生 じれば,売 手相互間の競争圧力が異常低下 してunder-competitionの 状態になり,買

手相互間のそれは異常上昇してover-competitionの 状態になる。 これを在来の不完全競争理論の図

式を借 りて定式化 したのが,第1部,1,2章 で扱われる急性売手多占acute polypolyと 急性買手負

占acute llegopsonyで ある。 このような理論設定は経験的な検証を伴わなければ何の意味もない。

第1章 の静学的モデルは第2章 で報告 されている実証分析の進行に応 じて遂次構成 された も ので あ

る。第1部1,2章 ではunder-competitionお よびover-competitionを 静学的Vy捉 え,か つ経験

的に測定するというかたちをとっているが,企 業や消費者の行動が実際に期待要素に左右 され ること

は疑いないか ら,1,2章 の静学モデルに含意 されている動学的要素を陽表的に取 り上げて定式化し

ようとしたのが第3章 である。第1部 の結論は,1973年 に生 じたような急激な名 目需要増加が生 じれ

ば市場の競争機能低下によってスタグフレーションが生 じるのは当然の結果であること,そ して一度

競争機能に異常が生 じると総需要抑制の局面に入 っても後遺症が容易に消えないこと。したがってつ

ぎの需要拡大に転 じる際の景気刺戟を通常の場合と区別しないとスタグフレーションが再発 しやすい

こと,し たがってきわめて緩慢な景気回復を行 うほかないこと,等 である。

 1973年 以降の異常事態は,じ つは長;期的成長径路における産業諸部門の間での供給力増加のアンバ

ランスが素地 となっている。クリーピング ・インフレーションの過程で生産性格差インフレの要因が

指摘 されていたが,そ れは従来考えられていたよりも根深いものであ り,産 業ごとに供給力増加に要

する投入増加の必要度が相互に著 しく異 っていることに留意 しなけれぽ,市 場機能が正常に作動して

いてさえ,つ よい物価上昇圧力を生むことになる。産業部門を細分した とき,部 門間Y'ど れほど大き

な特性の差があるかを示したのが第II部 であり,今 後 ソフ トランデ ィングに成功して長期成長路線に

戻 ったときの最重要な留意点の一つを明らかにしているとおもわれる。

 なお,こ の研究を進め るにあたって助言を惜しまれなかった小尾恵一郎,尾 崎巌,岩 田暁一の諸教

授に深 く感謝したい。

慶応義塾大学産業研究所長

   辻  村 江 太 郎
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